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『会長挨拶』 

一般社団法人岐阜県損害保険代理業協会   えんどう  よしかつ 

会長 遠藤 昌克 
 

今年の梅雨入りは平年より大幅に遅く、紫陽花の花の見ごろも過ぎそうな６月の 

下旬にようやく梅雨入りとなりました。梅雨入りが遅いからといって、梅雨明けも 

必ずしも遅くなるわけではないそうですが、短期集中型の梅雨となる可能性があり 

ます。万が一のために、今一度そなえをチェックして準備しておきましょう。 

 

 さて、６月１３日～１４日にかけて日本代協通常総会・第１回全国会長懇談会が 

開催されました。今年は全国で２１都道府県の会長が交代されました。私は引き続 

き３期目となりました。総会には昨年度に続き、金融庁より保険課長の三浦氏が来 

賓として出席されました。三浦氏のあいさつをまとめてみますと、『今年は BM 社・カルテル問題で保険業界

の信頼が損なわれてしまった。代協に所属している代理店さんは肌で感じているかと思います。３月から有

識者会議を開催し、６月７日に４回目、最後の会議を終え、間もなくまとめた内容を発表する』とのことで

した。大まかには①大規模代理店中心とした代理店の管理体制の監督を厳しくし、第３者の機関による認定

制度の検討②試験制度の見直しを検討③手数料に対して収保や増収でなく、業務インセンティブ（品質・顧

客対応）で判別すべきではないか④乗り合い代理店に対し、比較推奨販売について不適切に対応していない

か？兼業・企業内代理店の今後の在り方。以上を踏まえ６月中には審議委員会の答申が出るとのことです。

この中には手数料問題はじめ、代協と金融庁との意見交換会の内容が反映されています。私たちの声が届い

ています。詳細は追って発表される内容をご確認ください。 

また、１月１日に発生しました能登半島地震において、会員の皆様からお寄せいただきました義援金は全

国合計８，１６４，７０７円となりました。日本代協より石川県代協に全額送金され、石川県代協より被災

されました会員に分配され、また一部は石川県知事を通して被災者に渡されましたことをご報告いたし、石

川県代協会長よりは総会にて会員の皆様へ『本当にありがとうございました』と感謝のお言葉をいただきま

したことを合わせてご報告させていただきます。 

 

 岐阜県代協も新しい年度となり、各支部、各委員会にて例会・委員会が開催されています。支部会員の変

更はありませんが、委員会においては新メンバーとなりました。支部も委員会もぜひ楽しく活動していただ

ければと思います。本号の委員会報告にもありますように、６月１６日に飛騨支部において消防フェスティ

バルが開催され、日本損害保険協会とともに広報機関誌委員が運営に携わり、１２００名もの参加者に、代

協とぼうさい探検隊の PR をしていただけました。飛騨支部の皆様ご苦労様でした。地域に密着した活動は

とてもいいことだと思います。ぜひ各地でも地域の行事などに代協として積極的に参加をお願いいたします。 

 

最後に残念ながら前年は「三冠王」は取れませんでしたが、今年も会員増強・ぼうさい探検隊・コンサル

ティングコース受講者数の「三冠王」はあります。苦労するのは会員増強かと思います。代理店賠責の必要

性、業界の情報を提供し、会員の皆様の協力で新しい仲間を増やしましょう。どうか、会員の皆様はじめ関

係各位の皆様のご協力をよろしくお願いいたします。 

 

１ｐ・・会長挨拶／目次                 ９ｐ・・『街道シリーズ』（郡上街道 21）松尾 一 
２ｐ・・スケジュール／事務局より         １０ｐ・・会員投稿 
３ｐ・・支部報告①                      １１ｐ・・提携事業者広告掲載① 
４ｐ・・支部報告②                １２ｐ・・提携事業者広告掲載② 
５ｐ・・代理店紹介                １３ｐ・・提携事業者広告掲載③ 
６ｐ・・中さんの保険諸国慢遊記（217） ①     １４ｐ・・提携事業者広告掲載④  
７ｐ・・    ～保険ジャーナリスト ②     １５ｐ・・委員会報告 
８ｐ・・          中﨑章夫 ③  
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～ ス ケ ジ ュ ー ル ～ 

 

 

  

日付 主催 行事・議題・内容など 開催場所 

６ ５ 水 西濃 例会（１１：３０～） 五右衛門 

 ７ 金 企画環境 委員オリエンテーション研修（１５：００～） ＪＲ岐阜駅 ハートフルスクエアＧ 

 １１ 火 中濃 例会（１０：３０～） 太田交流センター 

 １２ 水 岐阜 東ブロック会（１２：００～） 馬喰一代 各務原店 

 １３ 木 岐阜 西ブロック会（１２：００～） 馬喰一代 長良本店 

 １３ 木 東濃 例会（１１：３０～） みわ屋 

 １７ 月 ＣＳＲ 委員会（１３：００～） 県代協事務局 

 １９ 水 東海ブロック 協議会（１４：００～） ウインクあいち 

 ２０ 木 飛騨 役員会（１２：００～） グリーンホテル 

 ２５ 火 広報機関誌 委員会（１２：００～） 岐阜県図書館 レストラン杏 

 ２６ 水 教育 委員会（１３：００～） 岐阜県代協事務局 

 ２８ 金 組織 委員会（１４：００～） 岐阜県代協事務局 

７ ３ 水 県代協 理事会（１３：００～） 瑞穂市総合センター 

 ３ 水 西濃 例会（１１：３０～） 五右衛門 

 ９ 火 中濃 例会（１０：３０～） 太田交流センター 

 １１ 木 県代協 岐阜損保会（１８：００～） グランヴェール岐山 

 １１ 木 東濃 幹事会（１１：００～） 例会（１１：３０～） みわ屋 

 ２６ 金 飛騨 夏のセミナー 調整中 

～ 事務局より ～ 

★２０２５年版 『代理店・店名名入れ』 

代協カレンダー申込みについて★ 

『代理店・店名名入れ』代協カレンダーの申込み受付中です。 

今年度のお申込みの最終締め切りは ２０２４年 ９月３０日（月） 

となっております。 ご希望の方は県代協事務局までお申込下さい。 

                        なお、カレンダー見本は県代協事務局にございますので、ご希望 

のかたは県代事務局までお立ち寄りください。 

 

 

岐阜県代協事務局  TEL ： ０５８－３２９－００５０  

FAX ： ０５８－３２９－００４０ 

Ｅメールアドレス ： gfdaikyo@opal.ocn.ne.jp  

（担当：小川百合子） 
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【岐阜支部６月活動報告】 

〇東ブロック会開催報告 

開催日時 ： ２０２４年 ６月１２日（水）１２：００～  開催場所 ： 馬喰一代 各務原店 

参加者数 ： ２１名 (内会員２０名、提携事業者１名)    報告者名 ： 後藤 信男 

≪内容≫ 

 ２０２４年度最初の東ブロック会を開催いたしました。正会員、提携事業者合わせて２１名の皆様にお集

まりいただき、盛況のうちに交流、活動ができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(東ブロック会) 

〇西ブロック会開催報告 

開催日時 ： ２０２４年 ６月１３日（木）１２：００～    

開催場所 ： 馬喰一代 長良本店 

参加者数 ： １４名                       

報告者名 ： 川島 邦夫 

 

≪内容≫ 

岐阜支部西ブロック会を開催いたしました。 

２０２４年度最初の開催となります。 

ご多忙にもかかわらずご参加いただきました 

皆様ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

(西ブロック会) 

                             

 

【西濃支部６月活動報告】                                             

〇西濃支部６月例会報告 

開催日時 ： ２０２４年 ６月 ５日（水）１１：３０～  開催場所 ： 大垣「五右衛門」 

参加者数 ： １８名                   報告者名 ：  中河 美智彦 
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≪議題≫ 

①連絡事項 

・提携事業者案内 ファブリカコミュニケーションズより 

・提携事業者案内 J ネットレンタカーより 

②委員会報告 

 ・企画環境・・6/7（金）委員会、オリエンテーション開催 

 ・CSR・・6/17（月）委員会開催 県代協事務局にて 

 ・組織・・委員会ライングループ 

③県代協より・・県代協理事会・・7/3（水）13：30～ 瑞穂市総合センターにて開催 

④その他情報交換・・西濃支部夏の懇親会開催について（7 月上旬～8 月上旬開催予定） 

 

※次回例会 ２０２４年 ７月 ３日（水）１１：３０～ 大垣「五右衛門」にて 

                          

【中濃支部６月例会報告】 

開催日時 ： ２０２４年 ６月１１日（火）１０：３０～ 開催場所 ： 太田交流センター 研修室 

参加者数 ： １１名                  報告者名 ： 田中 大意 

≪議題≫ 

① 委員会報告・・CSR・アンケート依頼 

② その他情報交換・・各社改定での変更点 

※次回例会 ２０２４年 ７月 ９日（火）１０：３０～ 太田交流センターにて 

【東濃支部６月例会報告】 

開催日時 ： ２０２４年 ６月１３日（木）１１：３０～    開催場所 ： みわ屋 

参加者数 ： ６名                      報告者名 ： 水野 智久 

≪内容≫ 

・提携事業者案内 （株）ファブリカコミュニケーションズより 

・各委員会報告 

・その他情報交換 

※次回例会 ２０２４年 ７月１１日（木）幹事会 １１：００、例会 １１：３０～みわ屋にて 

                                    

【飛騨支部６月例会報告】 

開催日時 ： ２０２４年 ６月２０日（木）１１：３０～   

開催場所 ： グリーンホテル 

報告者名 ： 熊木 千夏 

≪内容≫ 

・夏のセミナー開催について 

   講師 ： 日本代協理事 下村 文則氏 

演題 ： 「代理店の使命と役割」 

・各委員会報告 

・その他情報交換 

※次回は夏のセミナー  

２０２４年 ７月２６日（金） １６：００～ 
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岐阜支部 有限会社 稲葉保険事務所 

＜代理店名＞ 

有限会社 稲葉保険事務所 

 

＜所在地＞ 

500-8328 岐阜市五反田町１０番地（オフィスＫＯ－ＫＥＮ２０８） 

TEL : 058-201-1783 

FAX : 058-201-1785 

 

＜代表者＞ 

代表取締役 谷川 栞理 

 

＜スタッフ＞ 

 ２名 

 

＜取扱保険会社＞ 

共栄火災海上保険株式会社 

あいおいニッセイ同和損害保険株式会社 

 

＜略歴＞ 

1970年 05月  伊吹代理店として創業 

1972年 04月  岐阜イナバ代理店となる 

1972年 05月  岐阜県損害保険代理業会加入 

1980年 04月  社団法人日本損害保険代理業協会発足と同時に加入 

1986年 06月  業界最高の特別総合資格取得 

1986年 04月  生命保険業を開始 

1995年 07月  有限会社稲葉保険事務所 法人化 

2001年 10月  WEBサイト開設 

2024年 04月  代表取締役を稲葉忠彦から交代 

現在に至る 

 

＜経営理念＞ 

お客様の安全と財産を守る為、万全の体制であらゆる努力をつくします。 

 

＜みなさまに一言＞ 

令和 6 年 4 月 1 日、有限会社稲葉保険事務所の代表に就任いたしました谷川 栞理と申します。稲葉前社

長の後任として事務所を引き継ぎ、身が引き締まる思いです。これからもこれまで同様、人と人とのつな

がりを大切にしながら、お客様に信頼していただける事務所を目指し、精進して参ります。今後とも一層

のご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。 
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中さんの保険諸国漫遊記（２１７） 

保険ジャーナリスト 中﨑 章夫 

損保有識者会議で報告書案が示す新たな方向とプロ代理店の課題 

ー 業務品質を重視し第３者機関設け大規模代理店の規制に動く 

 

◇釧路・霧多布両湿原の自然と食満喫の旅 

 ５月３０日から２泊３日で旅行会社のツアーで釧路湿原と霧多布湿原を極める旅にかみさんと行ってきた。釧

路湿原では、釧路湿原国立公園の天然記念物区域に指定され国の許可なしには簡単には踏み込めない、最深部キ

リコタン岬の秘境でのネイチャーガイド付きの往復５キロのミニハイクは、泥炭の湿原の植生を直に観察するこ

とができ大変興味深かった。 

 ヨシやスゲに覆われた湿地に大きく蛇行するチルワツナイ川、湿地特有の谷地坊主、樹木が育ちにくい貧栄養

の泥炭・冠水地質で唯一高木としてハンノキが見られる。しかもそれが林化しているところもある。聞けば、根

元に根粒があり、放線菌が共生して空気中の窒素を固定することが可能なため生育が可能となっているとか。し

かも土壌流入や乾燥化が進みそれが急激に増えているのが問題になっているとか。 

 塘路～釧路間をノロッコ号の車窓から湿原の蛇行する釧路川がみられ、しかもその数時間後には、同じ区画の

釧路川を８キロにわたり、カヌーでオールを漕ぎつつ進むという貴重な経験もできた。そこでは、両岸が削られ

ハンノキの倒木があちこち見られ、エゾシカやキタキツネとも遭遇できた。 

 釧路では、天然温泉付きの同じホテル２泊（ドーミーインプレミアム釧路）初日夜はミニフレンチ、翌日は朝、

昼そして夜の炉端焼き屋でも〆で出た海鮮丼には、いくら魚好きとはいえ、さすがに参った。 

 また翌日はルパン３世のモンキーパンチの出身地の浜中町を訪れ花咲線（浜中～釧路）に乗ったり、バスで厚

岸・浜中地区の霧多布湿原の雄大な光景や太平洋の景色を楽しんだ。また厚岸水鳥観察館では、実際に霧多布湿

原の鳥類の観察もできた。なかなかに充実した企画であった。厚岸での昼食に食べた生ガキ３種の食べ比べや焼

き牡蠣、牡蠣パスタなど実にうまかった。 

 

◇第４回有識者会議で報告書案検討、業界慣行を変える提言 

 損保の保険金不正請求問題や保険料カルテル問題が、単に個々の損保の経営判断や営業の在り方ばかりでなく、

業界の取引慣行や代理店との力関係の変化に由来するとして「損害保険業の構造的課題と競争のあり方に関する

有識者会議」の４回目の会合が６月７日に開かれ、この場で、金融庁は６月中にまとめる予定の報告書案を示し、

論議した。今後金融庁は報告書にまとめ、これらの提言に基づき、金融審議会などの場に移し、法改正等制度改

正やモニタリングの議論・検討を図っていく。法改正などを踏まえ不祥事の再発防止に向けた提言を盛り込んだ

報告書案並びに事務局参考資料（メンバーの主な意見）は以下の通り。 

https://www.fsa.go.jp/singi/sonpo/siryou/20240607/siryou1.pdf 

https://www.fsa.go.jp/singi/sonpo/siryou/20240607/siryou2.pdf 

 報告書案は、サブタイトル「我が国保険市場の健全な発展に向けて」とし過去３回の有識者会議の議論を踏ま

えたものとなっている。 

１．はじめに 

２．顧客本位の業務運営の徹底として 

 １）大規模代理店に対する指導等の実効性の確保 

 ２）代理店手数料ポイント制度 

 ３）保険会社による保険代理店等への過度の便宜供与等の制限（保険代理店等に対する便宜供与の適正化、保

険代理店への出向等の適正化、入庫紹介の適正化） 

 ４）乗合代理店における適切な比較推奨販売の確保 

 ５）保険代理店の兼業と保険金等支払管理部門の独立性確保等 

３．健全な競争環境の実現として 

https://www.fsa.go.jp/singi/sonpo/siryou/20240607/siryou1.pdf
https://www.fsa.go.jp/singi/sonpo/siryou/20240607/siryou2.pdf
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 １）競争環境の歪みの是正（共同保険のビジネス慣行の適正化、政策保有株式の縮減及び便宜供与の適正化） 

 ２）損害保険会社における態勢の確保（営業推進態勢の確保、保険引受管理態勢の確保） 

 ３）企業内代理店のあり方 

 ４）その他の論点（特別利益の提供の禁止、個人の保険契約者に対するリスクマネジメントのインセンティブ

付け、企業のリスクマネジメント意識の向上） 

４．おわりに 

 

◇大規模代理店の規制に第３者評価機関の設置、業務品質重視へ 

 報告書案では、提言は多岐にわたるが、中でも大規模代理店との力関係の変化を踏まえ、保険会社による代理

店の教育、管理、指導が効かない現状を直視し、大規模な保険代理店への実効的な監督指導を確保するため、自

主規制機関の設立に向け、第三者が業務品質を評価する枠組みの設置を検討するよう求めている点が注目される。

今後、大規模代理店の明確な定義等や、生保協会の乗合代理店業務品質運営制度等を参考にしつつも、独自に損

保として実効性の確保上どのような仕組みとしていくのか、を詰める。 

 また、保険料手数料ポイント制度の見直しを求め、規模や増収面に偏り、業務品質を軽視したことを改めるた

め、業務品質を重視した制度への転換を求めた。業務品質基準についても今後関係者の意見等も踏まえ具体化し

ていくことになる。保険代理店等への過度の便宜供与等の制限についても今後具体的な基準やルールの明確化が

求められよう。 

 

◇企業内代理店の自立と実務能力向上求める 

 保険料調整問題では、企業内代理店の在り方が問題になり、保険会社の代理店である一方、顧客企業と密接な

人的・資本的関係を有しており、その立場の明確性を図る必要がある。そのためには実務能力を高めるとともに、

グループ企業への依存をやめ、自立した保険代理店として、保険仲立人や他の保険代理店と公正な競争を行って

いけるようになることが重要で、そのための環境整備が必要とした。 

 １９９６年以前に登録代理店への特定契約比率規制制度（自己契約保有５０％以内）の一部激変緩和措置（対

象種目を自動車、火災、傷害に限定し賠償責任保険はじめ利益保険、サイバー保険等新種保険は対象外）の撤廃

についても保険実務の専門性が低い企業代理店の存続につながっているため、準備期間を設定しつつも撤廃方向

が提起されている。 

 

◇企業のリスクマネジメント意識向上も 

 報告書案ではまた、課題の提起にとどまるも、自然災害やサイバーリスクなど企業を取り巻く環境変化の中、

顧客サイドの企業による主体的なリスクマネジメントの重要性が高まり、企業サイドのリスクマネジメント意識

の向上にも触れている点が注目される。 

 この点では、第３回の有識者会議で提出の柳瀬典由慶大商学部教授の「日本企業の保険リスクマネジメントに

関する実態調査」における日本企業のリスクマネジメントへの取り組みの現状指摘が大いに参考になる。日本企

業の所有構造の変化（株主構成）、グローバル化の加速、ガバナンス改革と投資家への説明責任という観点から、

今後のトレンドとして、株の持ち合いが解消され、主体的なリスクマネジメントが必要になる、全社的リスク管

理・保険購買一元管理体制が重要性を増す、株主（機関投資家）との「対話」が増大するとする一方で、こうし

た環境変化が進む中であっても、日本企業におけるリスクマネジメントの取組みは漸進的な変化にとどまってい

るとしている。 

https://www.fsa.go.jp/singi/sonpo/siryou/20240524/siryou2.pdf 

 

◇有識者会議報告書が今後の保険ビジネス及ぼす影響 

 金融庁は、有識者会議の報告書を踏まえ、今後、金融審議会等の場に移し、法改正も含め具体的な検討に入る

が、損保にとどまらず、便宜供与の在り方については、生保でも問題視され、過度の広告料支援などにつき、た

とえばＦＰパートナー問題として、すでに金融庁は調査に乗り出している。また、損保の保険料調整問題は、団

体扱いなど企業内個人の分野でも問題視され、こちらも現在調査中とのことで、旧来の取引慣行の根が深いこと

を物語る。 

 いずれにしても長らく続いた企業論理を優先し顧客を軽視してきた保険業界の古い取引慣行などの業界体質、

https://www.fsa.go.jp/singi/sonpo/siryou/20240524/siryou2.pdf
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いわゆる旧体制は、崩壊することは必須である。 

 代理店の在り方も、営業優先・シェア市場できたこれまでの在り方が根底から覆される。顧客起点と相いれな

い営業目標や予算の建て方なども見直しが求められる。本年はまさにその過渡期にあり、現場においては、しば

らくは混乱状況が続くだろうが、保険会社の経営の基本スタンスは大きな転換を求められている。規模、増収面

偏重の評価システムから、業務品質、代理店としての自立・実務能力を基準とした評価スタイルへの変更も必須

だ。 

 同時に、この機に、保険会社は適切なアンダーライティング機能が強く求められるところとなる。よりプロフ

ェッショナル性が求められることで、代理店政策も大きな転換を余儀なくされるのではないか。 

 有識者会議は、業法で予定している保険会社による代理店の管理・監督が効かなくなっている巨大・大規模代

理店の出現で、保険会社との力関係が変わり、コントロール・チェックが効かなくなった、これら代理店を中立

の第３者評価機関を設けて規制する方向を打ち出した。当然大規模代理店に対する業務品質基準等が厳格に規定

され、また保険会社による便宜支援の在り方も大きく変更されるところとなるし、自立度・実務能力を適正に検

証されるところから、兼業代理店、企業代理店等の大規模代理店の選別淘汰が進むことは必定だろう。 

 今後は、すなわち業務品質が高くガバナンスを効かせたプロフェッショナル度の高い代理店と、品質や態勢整

備で、対応がとれない代理店とに明確に分かれていくのではないか。 

 

◇プロ代理店に課された課題 

 このように大規模代理店と保険会社の間の関係の見直しが劇的に進む新たな環境は専業のプロ代理店にとって

はどのように影響するのか。規模や増収面に偏重した従来の保険会社の代理店チャネル政策、手数料ポイント制

度の変更を伴うだけに歓迎すべき動きと映るかもしれない。 

 しかし、業務品質重視とはいえ、これまでの業務品質の項目と言えば早期更改等に限られ、顧客からの満足度

など定性的な要素は加味されてこなかった。今後は、業界の英知を集め、標準化・共通化した業務品質の中身こ

そが問われる時代に入ったといえる。例えばＰＤＣＡできちんと業務が回せているかのチェックとか顧客の個人

情報保護の仕組みが整っているか、情報提供をきちんとしているかなどより突っ込んだ代理店の経営の中身が問

われることになる。 

 こうしたことは、プロ代理店と言えど規模に関係なく、きちんとした業務品質を備えているかを、客観的に評

価してもらう時代を迎えつつあることを意味する。 

 

◇代理店機能の分化に拍車 

 こうした中で、顧客起点の代理店経営には、要請される課題が多く、また例えば損保でいうなら従来の基幹種

目の自動車や火災が厳しい収益環境の下で、顧客を守るために現場を預かる代理店が今後どのような活路開拓・

サービス対応をしていくのかも問われる時代となっている。より代理店がプロフェッショナル性を発揮し、主体

的にマーケットに係り、自らの顧客・コミュニティのお役に立てる立ち回り方が求められてくる。 

 地域や限定分野で特化を発揮してコンパクトスタイルで展開する道もある。ただこうした自主独立で代理店経

営を営む方々も情報の共有を含め、緩やかなネットワークによる協力関係作りは欠かせない時代となっている。 

 また今後、ガバナンス・商品・サービス管理・人材確保・教育と営業・顧客関係維持という機能の切り分け、

代理店の機能分化も活発化しそうだ。例えば、流通業界にみるチェーンストア方式だ。本部と現場で役割分担し

対応する方式だ。広い商材を扱うには単体では困難なので、こうした仕組みも考慮されよう。ただし、代理店ビ

ジネスの根幹には、自分の顧客に対し主体的に責任を持つには独立自営でいたい、というのがプロ代理店のマイ

ンドだけに、復代理が業法上認められない現状では、一旦社員身分・支店とした対応を取らざるを得ないが実質

的にどこまで個々のメンバーの独自ブランドを尊重できるのかも課題だ。保険会社が大きな経営戦略転換を図り、

代理店との関係を見直す中で、有為な多面的な人材流出も進むことは間違いないが、今後、保険会社が直接出資

し販社を作るのではなく、プロフェッショナル性を売りにした独立の代理店支援会社が提携した代理店を支援す

る試みも活発化してくるのではないか。 

 

（保険ジャーナリスト、inswatch 編集人） 
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『街道シリーズ』（郡上街道その 21） 

                                           松尾 一 

        篠脇城跡から白鳥・向小駄良神明神社へ 

 

篠脇城跡から、栗栖川の右岸（北岸）を通り、郡上街道（越前街道）の徳永に戻ります。 

そして国道 156 号徳永交差点からほぼ北上し、長良川に注ぐ大間見川に至ります。この間の郡上街道（越前

街道）は、徳永の集落の中や多賀神社の参道口や国道を通っており、大間見川岸あたりでは国道 156 号と長

良川鉄道との間の道となっており、大間見川を渡ると剣に入ります。 

郡上街道（越前街道）は、長良川鉄道の郡上大和駅の南側の踏切を渡り、長良川沿いにある剣の金剣（こ

んけん）神社の東に着きます。金剣神社は、石川県白山市鶴来の金剣宮（きんけんぐう）から古く和銅年間

（708〜718）に分祀されました。これは鶴来から来た移住者たちが建立したのです。また剣は郡上藩の宿場

が置かれていました。越前にある郡上藩領に向かう役人が利用していたかもしれません。 

金剣神社を離れた郡上街道（越前街道）は、概ね長良川右岸（東岸）沿いに北上し長良川鉄道を渡り国道

156 号バイパスと旧国道の交差点に着きます。赤保木です。この間は交通困難な所もあります。 

 赤保木から旧国道で進みますが、この辺りは郡上街道の三大難所であったといいます。まもなく篠脇城に

移るまで東氏の居城だった阿千葉城跡の登り口に着きま

す。東氏は千葉から来たので阿千葉と名付けられたとい

います。 

郡上街道（越前街道）は阿千葉城跡の登り口を離れ、旧

国道を左に折れ東海北陸自動車道を潜り、当時は荒地だ

った大島を過ぎ、牛道川を渡りますが、この間も道が消え

交通困難となっている所もあります。郡上街道（越前街

道）は牛道川を渡るあたりから道が残っており、国道 156

号を北上し白山神社を右に見て白鳥交差点に着 

きますが、ここで国道 156 号を離れ、さらに北上し白鳥       

の街中に入り、原酒造所を西（左）に折れ長良川に着き 

ます。                              （阿千葉城跡遠望） 

かつて、ここには水に流されないように片方だけ岸にくくり付けてある橋や、飛び石が置かれていました。

長良川に架かる白鳥橋のすぐ下流あたりでしょうか。郡上街道（越前街道）は長良川を渡るとまもなく向小

駄良神明神社に着きます。ここが越前福井城下に向かう越前（美濃）街道と、白山中居神社がある石徹白へ

向かう街道の分岐点なのです。 

                                 

（まつお・いち）ライフワークは民俗、地域史(近世交通史) 

                          著書は『岐阜地理・地名・地図の謎』(監修・実業之日本社)、『みのひだ雑学』(岐阜新聞社)など多数 
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スパゲッティーandピザ  
ホローズ (sleepy hollow） 

岐阜市神田町1-1 浅野ビル １Ｆ  
営業時間 11:00～14:30 (オーダーストップ14:00) 
定休日 日曜 祝日 

 

らぁめん つけ麺 すずまん 
岐阜県岐阜市茜部大川1-1  
営業時間 11:30 ～ 14:00 

18:00 ～ 21:30 
定休日 水曜日 

 

会員投稿記事 

『岐阜近郊のお勧めB級グルメ』 

 
先月号の馬場副会長の会員投稿をお読みいただけましたか？高山のおいしいお店「国八食堂」を紹

介されていました。 
僕自身、前職時に１年間、高山赴任していましたので、「いっつも混んでいてなかなか入ろうとい

う気にならないほどの人気店。」というイメージがありました。 
次回の訪問時には、ぜひお伺いしようと思った次第です。 
ということで、地元のおいしいお店を紹介するような流れになりましたので、僕も岐阜市近郊で、昔
から通い続けているお店をご紹介します。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
名前のとおり、パスタとピザのお店ですが、僕はランチの

パスタしか食べたことがありません。 
毎回、違うものを頼もうと思うのですが、何も考えずに「ランチ Ｌ」と出てしまいます。昔ながら
のあんかけスパゲッティーのお店です。スパイシーなソースが堪らなくおいしいです。以前は夜も営
業していたのですが、今は昼のみ。ランチについてくるオムレツとサラダ。そこに掛かったドレッシ
ングも絶品です。店内もおしゃれで、ちょっと岐阜っぽくないかもしれませんが、皆様にお勧めでき
るお店です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
岐阜市の有名ラーメン店です。一度はメディアなどでご覧になった方もいらっしゃると思います。

こちらも、いつもかなり混んでいますが、待ってでも食べたいラーメンの一つです。僕は、３年位前
まではほぼ週５でラーメンでしたので、こちらのお店も通いに通いました。何を食べても絶品です
が、僕の好みは「辛つけ麺」です。 
色んなところでラーメンを食べてきましたが、岐阜県はラーメン店のレベルが高いので自分の好みの
お店を見つけるのも楽しいですね。 
取り敢えず、２店のお気に入りのお店をご紹介しましたが、まだまだおすすめのお店はたくさんあり
ます。またご紹介します。 

（岐阜支部 髙橋 励） 
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058-268-6543

岐阜県代協会員の皆様、当社はオリックスレンタカー店舗を運営しております株式会社タカサワと申します。

代車でお困りの際には、是非とも当社のレンタカーサービスをご利用ください！

　●国産全メーカー・輸入車・特殊車両(冷凍車・福祉車・各種トラック)の豊富な車種の取扱いがあります。

　　店頭在庫がなくても、グループ内の豊富な車両の中からご要望に添えるお車をお探しします！

　●突然の事故…　代車を一刻も早くお客様の元へ手配しなければ…
　　そんな時はお任せ下さい！配車スタッフの多い当社なら迅速にご手配させて頂きます！　

　　もちろん土・日・祝日のご対応もお任せ下さい！
　●工場様へのお届けはもちろんのこと、お客様ご自宅や事故現場へのお届けにも対応させて頂きます！

　●車種と料金が見合わないと思う場合でもご相談下さい。豊富なラインナップよりご提案いたします。

　●代車特約など料金上限がある場合でもお気軽にお問い合わせ下さい。ご相談いたします。

　●岐阜県・愛知県はもとより、全国のネットワークからご手配致します。

金山駅前店 小牧豊山店 ＴＥＬ

美濃太田駅前店

岐阜市安良田町5-9

春日井店 刈谷店 ＴＥＬ 0584-93-0543 大垣市長松町1215-2

一宮店 岡崎店 ＴＥＬ

愛

知

県

岐

阜

県

岐阜店

大垣店

多治見店 0572-21-0543

津島店 名古屋呼続駅南店　

まずは岐阜県の最寄店舗へご連絡ください！名古屋駅太閤通口店　 長久手公園西駅前店

多治見市若松町1-9-1

ＴＥＬ 0574-66-1543 美濃加茂市太田町1741-2

岐阜県

愛知県
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時点 

 

SHINWA グループ 

いつも大変お世話になりましてありがとうございます。 
現在、新型コロナウイルス・インフルエンザ共に徐々に落ち着きつつありますが、感染対策を緩め

る事無く、くれぐれも健康・体調管理にご留意下さい。 
6 月に入りこれから梅雨入りで事故が発生しやすい時期になってまいります。 
事故修理はもとより、これからの季節、エアコンのメンテナンスや各メンテナンス・車検・定期点検・
車販等も最寄りの SHINWA グループ各社に是非ご相談・ご用命下さい。 

 

 

 

 

 

 

ご依頼は、用途や地域に合わせて各工場に直接ご連絡ください。 

 

オートボデーショップ篠田 大垣市上面 4-60 0584-74-7892 

平野鈑金工業 岐阜市中鶉 1-120 058-271-0773 

和田鈑金工業 岐阜市敷島町 8-105 058-251-7065 

AUTO PIT 羽島鈑金 羽島市竹鼻町狐穴 1413-1 058-392-1521 

オートリペアカワシマ 岐阜市打越 548 058-232-4185 

三田自動車工業 大垣市十六町 618-1 0584-91-7381 

成田鈑金工業所 多治見市小泉町 1-164 0572-22-5456 

カトー自動車工業 可児市瀬田 1085-1 0574-62-3207 

エコなおしのライト 高山市国府町金桶 254-1 0577-72-5120 

（平成３０年６月末） 
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本 社： 岐阜市茜部中島2丁目66-6 電 話: 058-274-0110
Ｕ Ｒ Ｌ ： http://www.nihonguard.co.jp        ｅ-ｍａｉｌ ： eigyou@nihonguard.co.jp

安心を高齢者の皆様へ

ホームセキュリティの新提案
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広報機関誌委員会報告 
 
○消防フェスティバル 2024 参加報告 

    

開催日時 ： ６月１６日 (日) ９：００～１５：００開催 

開催場所 ： 久々野総合運動公園グラウンド（久々野町久々野） 

 

   消防団をより身近に感じてもらうため、消防フェスティバルが開催されました。消防車両との 

記念撮影、地震体験車での巨大地震の擬似体験、飲食・物販ブースなど、家族で楽しめる様々 

な催しが行われました。 

   会場には、各消防団から消防車が集まり、乗車体験や消防車のホースを使い消防服を着ての放 

水体験や震度７の揺れを体験するコーナーでは激しい揺れにみなさん驚かれていました。 

  消防団が、消防用機械や器具の取り扱いや操作の技術を競う大会も開かれ、日頃の訓練の成果 

が披露され、迫力と確実な消火技術に見入ってしまいました。 

   およそ 1200 人の来場者があり、岐阜県代協は私達の代協活動内容についてと子供さん達には、 

   ぼうさい探検隊マップコンクールについて、今年の応募数の増加に繋がるようアピールをさせ 

ていただきました。 

                                   （報告者 熊木 千夏） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行日／２０２４年 ６月２５日 

責任者／遠藤昌克   発行／広報機関誌委員会 

〒501-0204 瑞穂市馬場春雨町 1-50-2 Tel 058-329-0050 Fax 058-329-0040 

E-mail : gfdaikyo@opal.ocn.ne.jp  http://gifudaikyo.or.jp/ 
 

【編集室メンバー】 

  馬場 浩之、髙橋 励、熊木 千夏、後藤 哲裕、河村 拓也、山谷 庸二、安江 努、 

遠藤 昌克、森 信彦 

 

今月号より、上記編集室メンバーにて発行いたします。 

会員の皆様には今まで以上のご協力をお願いいたします。 
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